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環境対応 ＰｏＥ／ＰｏＥ＋給電ＭＣ収納ＢＯＸ  

ＤＮＨＤ1Ｅ-ＰＳＥ（Ｒｅｖ．Ｂ以降） 
取扱説明書 
 

 

製品仕様はＨＰ上の仕様書を参照下さい。 

 

 
 

指指定定用用途途以以外外ににはは使使わわなないいでで下下ささいい！！  
小型メディアコンバータ（ＤＮ＊８＊＊シリーズ）を１台収納し、ＡＣ電源より電源供給を行うための収納シャー 

シです。またＰｏＥ及びＰｏＥ＋の給電機能を備えていますので 30Wまでの PD装置に電源を供給することが 

できます。それ以外の用途にはお使いにならないで下さい。 

また仕様の項目を超えない範囲でお使い下さい。 
 

分分解解ししなないいでで下下ささいい！！  
取付けてあるカバー類は取り外さないで下さい。分解された場合は一切の保証をいたしません。 
 

製製品品はは大大事事にに扱扱っってて下下ささいい！！  
誤って落としたり、ぶつけたりしますと製品の性能を低下させますので十分にご注意下さい。 
 

異異常常がが起起ききたたらら直直ちちにに使使用用中中止止！！  
使用上、煙・臭い・発火などの異常に気がついた場合には、直ちに使用をやめ点検・修理に出して下さい。 
 

条条例例にに従従っってて産産業業廃廃棄棄物物ととししてて廃廃棄棄ししてて下下ささいい！！  
本装置を廃棄するときは、地方自治体の条例に従って産業廃棄物として処理して下さい。  

電電波波障障害害自自主主規規制制ににつついいてて！！  
この装置は、情報処理装置等電波障害自主規制協議会（VCCI）の基準に基づくクラスＡ情報技術装置です。

この装置を家庭環境で使用すると電波妨害を引き起こすことがあります。この場合には使用者が適切な対策

を講ずるよう要求されることがあります。 
 

本本製製品品ののごご使使用用ににああたたっってて！！  
本製品は、人命に関わる場合（医療、航空、原子力、軍事等）や高度な安全性や信頼性を必要とするシステ

ムへの使用または機器組込みでの使用を意図した設計および製造は行っておりません。 

従いまして、これらのシステムへの使用や機器に組み込んで本製品が使用されることによって、お客様もしく

は第三者に損害が生じても、かかる損害が直接的、間接的または付随的なものであるかどうかにかかわりな

く、弊社は一切の責任を負いません。 

お客様の責任におきまして、このようなシステムへの使用または機器に組み込んで使用する場合には、使用

環境や条件等に充分配慮し、システムの冗長化などによる故障対策や、誤動作防止対策などの安全性・信

頼性の向上対策を施すなどご注意願います。 

大電株式会社 

2026.6.1(5.1版) 

ご使用の前に必ずお読み下さい。 

安全にご使用いただくために（使用上の一般的注意事項） 
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警 告 
      ・・交交流流１１００００～～１１２２００ＶＶ以以外外でで使使用用ししなないいでで下下ささいい。。  
    指定電圧以外で使用すると火災や感電､故障の原因となります。 
 
      ・・ＡＡＣＣ電電源源ププララググははＡＡＣＣココンンセセンントトにに確確実実にに差差しし込込んんでで下下ささいい。。  
    電源プラグの刃に金属などが触れると火災や感電、故障の原因となります。 
 
      ・・アアーースス線線をを必必ずず接接続続ししてて下下ささいい。。  
    アースを接続しないと感電の原因となります。 
 

      ・・水水ににつつけけたたりり、、水水ををかかけけたたりりししなないいでで下下ささいい。。  
    漏電による火災や感電、故障の原因となります。 
 
      ・・浴浴室室やや加加湿湿器器ののそそばばななどど湿湿度度のの高高いい所所でではは使使用用ししなないいでで下下ささいい。。  
    火災や感電、故障の原因となります。 
 
   ・・静静電電気気注注意意！！  
        本製品は、静電気に敏感な部品を使用しています。静電気による故障・誤動作を防ぐため、製品に 

     触れる前には除電を行って下さい。 

 

注 意 
        ・・  電電源源ププララググをを抜抜くくととききはは、、電電源源ププララググをを持持っってて抜抜いいてて下下ささいい。。  
      電源コードを引っ張るとコードの損傷が発生し火災や感電の原因となることがあります。 
 
        ・・  濡濡れれたた手手でで電電源源ププララググのの抜抜きき差差ししををししなないいでで下下ささいい。。  
      故障や感電の原因となることがあります。 
 
        ・・  アアーースス線線のの接接続続及及びび取取外外ししををすするる場場合合はは、、電電源源ププララググををＡＡＣＣココンンセセンントト  

かからら抜抜いいててかからら行行っってて下下ささいい。。  
      電源を接続したままアース線の接続や取外しをすると感電や故障の原因となることがあります。 
 
      ・・  本本機機ををスストトーーブブななどどのの熱熱器器具具ののそそばばにに置置かかなないいでで下下ささいい。。  
     ケーブルの被覆が溶けて火災や感電の原因となることがあります。 
  
      ・・  本本機機をを直直射射日日光光のの当当たたるる所所やや温温度度のの高高いい所所でで使使用用ししなないいでで下下ささいい。。  
     内部の温度が上がり火災や故障の原因となることがあります。 
  
      ・・  放放熱熱ススリリッットトやや隙隙間間にに針針金金やや金金属属物物ななどどのの異異物物をを入入れれなないいでで下下ささいい。。  
     内部に触れ感電やけがの原因となることがあります。 
 
      ・・  放放熱熱ススリリッットトをを塞塞ががなないいでで下下ささいい。。  
     スリットを塞ぐと内部に熱がこもって故障の原因となります。 
 
      ・・  本本機機ををほほここりりのの多多いい所所やや油油煙煙ののああたたるる所所でで使使用用ししなないいでで下下ささいい。。  
     火災や故障の原因となることがあります。 
  
      ・・  本本機機をを不不安安定定なな場場所所ままたたはは振振動動やや衝衝撃撃のの多多いい場場所所にに置置かかなないいでで下下ささいい。。  
     落下などにより、けがや故障の原因となることがあります。 
 



 3 

１．装置各部の説明／付属品 

 

                       本   体              －           
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                      付  属  品          －              

（ブラインド）・・・メディアコンバータを実装する際 

には取外して下さい。 
 

 

 

 

（変換アダプタ）・・・・接地極なしコンセントに接続 

する際に使用します。 

 

 
（パッチケーブル）・・・・ストレート結線の Cat5e 

UTPケーブルです。 

メディアコンバータと本体間 

の接続に使用して下さい。 

 

電源プラブ 

（接地極付き） 

 

ロットシール 

ブラインド 

to MC to PD 

PoE 

Active 

AC100V 

DNHD1E-PSE 
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                  別    売    品               － 
 

下記部材については、添付していませんので別にご準備ください。 

 

・固定用ねじ： 

  本装置をねじで固定する場合には、呼び径 4～4.5サイズの相当のねじを 2本使用し

て下さい。 

 
 

 

 

 

２．概要 

  本装置はＰｏＥ（Power over Ethernet）のミッドスパン方式の給電機能を持ったメ

ディアコンバータの収納ＢＯＸです。２８００シリーズなどのメディアコンバータのＵＴ

Ｐイーサネット回線を使ってＰｏＥ受電対応のネットワークカメラやアクセスポイント

スイッチングハブなどのＰＤ（Powerd Device）装置に電源を供給することができま

す。 

 

【構成例】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

φ4～4.5mm 

SW-HUB 

光ﾌｧｲﾊﾞ 

MC 

PoE 受電対応 

SW-HUB 

PoE 受電対応 

無線 LAN 

アクセスポイント 

PoE 受電対応 

IP カメラ 

PD 装置 

Data 

Data+Power 

AC100V 

Vata 
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155mm 

３．本体の設置 

 

  堅牢な壁面等に下図寸法でネジ穴を加工し、Ｍ４またはＭ４．５相当のネジで固定し

て下さい。（ネジ２本が必要となります） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．電源の接続 

 

 手順①：アース線の接続 

  接地極なしのコンセントを使用する場合は、 

変換プラグの口出し線を接地端子に接続し 

て下さい。 

   

 

 手順②：電源の接続 

電源プラグをＡＣコンセントに差し込んで下さい。 

本体に電源状態を示すＬＥＤはありません。メディアコンバータを実装し、メディアコン

バータの電源ＬＥＤで確認して下さい。 

 

５．電源の取外し 

 

 手順①：電源の解放 

電源プラグをＡＣコンセントから抜き取って下さい。 

  

手順②：アース線の取外し 

  変換プラグを使用して接続している場合は、 
アース線を接地端子から取外して下さい。 
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６．メディアコンバータの取付け 

 

 手順①：ブラインドの取外し 

メディアコンバータを実装するスロット部の両端にあるロックネジをドライバーで９０

度回転させ解除状態にしてブラインドを取外して下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 手順②：メディアコンバータの取付け 

ブラインドを取り外したスロット部にメディアコンバータを奥まで挿入して下さい。 

本機の板面から 11mm 程度突き出た状態が正常に装着された状態です。 

本機の電源が投入されている場合には、メディアコンバータの電源表示ＬＥＤが 

点灯することを確認して下さい。（メディアコンバータの電源表示ＬＥＤについては、 

メディアコンバータの取扱説明書を参照下さい） 

メディアコンバータを奥まで差し込んだら、両端のロックネジをドライバーで９０度 

回転させメディアコンバータをロックして下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

to MC 

AC100V 

DNHD1E-PSE 

 
解除状態 

to MC 

AC100V 

DNHD1E-PSE 

約11mm 

 
ロック状態 
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７．メディアコンバータの取外し 

 
 手順①：配線の取外し 

メディアコンバータに配線しているＵＴＰケーブル及び光ケーブルのコネクタを取外 

して下さい。 

 
 手順②：ロックの開放 

メディアコンバータの両端にあるロックネジをドライバーで９０度回転させロック解除 

状態にして下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 手順③：メディアコンバータの取外し 

メディアコンバータの側面を指でつまんでゆっくりと引抜いて下さい。 

※ロックネジをきちんと解除していない状態で無理に引抜くと、メディアコンバータの 

ケースを破損したり、本機のロックネジ部等を変形させる恐れがありますので 

ご注意下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

to MC 

AC100V 

DNHD1E-PSE 

 
解除状態 
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８．機器との配線 

 

手順①：パッチケーブルの接続 

   付属のパッチケーブルを本体の『ｔｏ ＭＣ』ポートと実装したメディアコンバータ間に

接続して下さい。 

※ＲＪ－４５モジュラープラグのレバーロックが「カチッ」と音がするまで確実に差し 

込んで下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※モジュラーコネクタを取外す際には、レバーロック部をモジュラーコネクタに押し 

当てた状態のままコネクタを引抜いて下さい。 

ロックされた状態で無理に引抜くと、モジュラーコネクタや本体を破損する恐れ 

があります。 

 

 

 

 

手順②：ＰＤ装置との接続 

   本体の『ｔｏ ＰＤ』ポートとＰｏＥ受電機能を持ったＰＤ（Powerd Device）装置間をＵＴ

Ｐケーブルを使用して接続して下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

パッチケーブル 

RJ-45 ﾓｼﾞｭﾗｰｺﾈｸﾀ 

to MC to PD 

PoE 

Active 

AC100V 

DNHD1E-PSE 

to MC to PD 

PoE 

Active 

AC100V 

DNHD1E-PSE 
カカチチッッ  

PD装置 
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手順③：ＰＤ装置との接続確認 

   ＰＤ装置との接続が完了し、電力供給が行われると『PoE Active』のＬＥＤが点灯し 

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＰＤ対応でない装置に接続した場合は、電力供給は行われずＬＥＤは点灯しませ 

ん。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

to MC to PD 

PoE 

Active 

AC100V 

DNHD1E-PSE 

PD装置 

☝

☟ 
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９．装置のＩ／Ｆ仕様 
  
  

項  目 仕様 

適 合 メ デ ィ ア コ ン バ ー タ ＤＮ＊８＊＊シリーズ（小型メディコンバータシリーズ） 

PoEポート 
（to PD） 

適 合 規 格 ＩＥＥＥ８０２．３ １０ＢＡＳＥ-Ｔ 

ＩＥＥＥ８０２．３ｕ １００ＢＡＳＥ－ＴＸ 
ＩＥＥＥ８０２．３ａｂ １０００ＢＡＳＥ－Ｔ 

ＩＥＥＥ８０２．３ａｆ／ＩＥＥＥ８０２．３ａｔ Ｐｏｗｅｒ ｏｖｅｒ Ｅｔｈｅｒｎｅｔ 

伝 送 速 度 １０Ｍｂｐｓ／１００Ｍｂｐｓ／１０００Ｍｂｐｓ 

適合ケーブル 
Ｃａｔ５以上(PoE時) 

Ｃａｔ５ｅ以上PoE+時) 

適合 コ ネ ク タ ＲＪ－４５コネクタ 

最大供給電力 ３０Ｗ 

電源供給ピン Ａｌｔｅｒｎａｔｉｖｅ Ｂ （４，５－７，８） 

最大伝送距離 
１００ｍ 

（ＰｏＥポートとＥｔｈｅｒｎｅｔポートに接続されるケーブル合計長） 

Etheretポート 
（to MC） 

適 合 規 格 ＩＥＥＥ８０２．３ １０ＢＡＳＥ-Ｔ 
ＩＥＥＥ８０２．３ｕ １００ＢＡＳＥ－ＴＸ 
ＩＥＥＥ８０２．３ａｂ １０００ＢＡＳＥ－Ｔ 

伝 送 速 度 １０Ｍｂｐｓ／１００Ｍｂｐｓ／１０００Ｍｂｐｓ 

適合ケーブル 
Ｃａｔ５以上(10/100M時) 

Ｃａｔ５ｅ以上(1000M時) 

適合 コ ネ ク タ ＲＪ－４５コネクタ 

ピ ン 配 置 ＰｏＥポートに対してストレート結線 

表 示 Ｌ Ｅ Ｄ PoE Active：PDへの電源供給時に点灯（緑色） 

冷 却 方 式 自然空冷 

電 源 コ ー ド 長 約２．５ｍ 

電 源 プ ラ グ 単相２極（接地極付き） 

定 格 入 力 電 圧 ＡＣ１００～１２０Ｖ（５０／６０Ｈｚ） 

電 圧 範 囲 ＡＣ９０ ～ １３２Ｖ 

性 能 保 証 温 度 －１０～５５℃（※1） 

動 作 保 証 温 度 －２０～６０℃（※1） 

※1：DN2800E シリーズ、DN5800E シリーズ、DN1800E シリーズ(Rev.D 以降)の場合。 
その他機種の場合は、実装するメディアコンバータの保証温度範囲となります。 
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１０．こんな時は 
 故障かなと思った場合には修理を依頼するまえに確かめて下さい。 
 
 
 確認①：電源プラグは根元まできちんとコンセントに接続されていますか？ 
 確認②：接続機器は PoE 受電対応装置ですか？ 
 
 
 
 確認①：電源プラグは根元まできちんとコンセントに接続されていますか？ 
 確認②：メディアコンバータはきちんと奥まで実装されロックされていますか？ 
 
 
 
 確認①：メディアコンバータの伝送速度とＰＤ装置の伝送速度は合っていますか？ 
 確認②：モジュラーコネクタは確実にロックされていますか？ 
 確認③：ＵＴＰケーブルが断線や異常損失を起こしていませんか？ 

代わりのＵＴＰケーブルで接続してみて下さい。 
 
 
 
 確認①：ＵＴＰケーブルは長すぎませんか？ 

メディアコンバータからＰＤまでのケーブル合計長が 100m 以下となるように 
して下さい。 

 確認②：ＵＴＰのグレードは適正ですか？ 
カテゴリー5以上（1000Mbps時はエンハンスドカテゴリ５以上）のケーブルを使
用して下さい。 

 確認③：接続相手の機器の設定と本装置の設定はあっていますか？ 
全二重と半二重が混在した状態になるとデータが衝突し通信が不安定になり
ます。 

 確認④：PoE 受電アダプタ（DNPOE-PDE）を使ってメディアコンバータに接続する場合 
には、メディアコンバータをＢａｃｋ ｔｏ Ｂａｃｋ接続することになりますので、ブリ 
ッジタイプのメディアコンバータを使用して下さい。 

 

 ＰＤに電源が供給されない 

 メディアコンバータに電源が供給されていない 

 通信状態が不安定になる 

 メディアコンバータがリンクアップしない 
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製品保証 
 

 本製品の保証内容は以下のとおりです。 
 

保証期間 ： 当社出荷日起算から６年間 
 

保証内容 ： 代替品の無償提供（先出しセンドバック方式） 
 

 ＊保証期間内であっても、次の場合は保証外となりますのでご了承ください。 

   ・取扱説明書に記載の使用方法や注意事項に反するお取り扱い及び不当な修理や改造によって 

    生じた故障及び損傷 

   ・仕様書に記載の環境条件(温度・湿度)や使用条件、入力電圧に反するお取り扱いによる故障及び損傷 

   ・ご購入後の輸送、移動中の落下等、お取り扱いが不適当なために生じた故障及び損傷 

   ・火災、地震、風水害、落雷、その他天災地変による故障及び損傷 

・本製品を日本国外で使用されたことによる故障及び損傷 

    ※本製品は日本国内仕様であり、外国の規格等には準拠しておりません。 

 ＊代替品の受付は 9:00～17:00 となります（土・日・祝日および当社休日を除く）。 

製品在庫や受付時間によっては当日出荷できない場合があります。 

 ＊保証期間については、製品に貼付しているロットシールのロットナンバー・シリアルナンバーにて判別可能

であるため、保証書の添付はございません。 
 

     Lot：○○△－□□□ 〇〇：製造年（西暦年下 2 桁表示） 

△：製造月（ただし、10 月:Ｘ,11月:Ｙ,12 月:Ｚ） 

□□□：製造番号（3 桁表示） 

Rev.：◇  ◇：リビジョン（アルファベット 1文字表示） 

S/N：×××  ×××：シリアルナンバー（最大 3 桁表示） 
 

     例）Lot：22Z－001 Rev.：A S/N：50 ⇒ 2022 年 12 月製造、製造番号 001 リビジョン A シリアルナンバー50 

 

 

お問い合わせ 
 

製品に関するお問い合わせや代替品の受付は下記連絡先にお問い合わせください。 

製品故障の場合、「こんな時は」に従ってご確認いただき、なお異常の場合には異常

内容をご連絡ください。 
 

     『窓口』 大電株式会社 ネットワーク機器部 
 
     コールセンター(テクニカルサポート窓口)     ： 0120-588-545 (携帯にも対応) 

                                     受付：8:30～12:00/13:00～17:00 

（土・日・祝日および当社休日を除く） 

                                             e-mail：dyden-network@dyden.co.jp 

         受付：24 時間 
 

     

dyden-network@dyden.co.jp

